






































三木市のめざす 15歳の姿

基本構想における５つの環境整備方針

~児童生徒の 9年間の成⾧を支える
学習・生活・協働環境の形成~

学習
9 年間のつながりを生かし
多様な学びを広げる学校

生活
広い敷地を活かす機能的で
快適な安心して過ごせる学校

協働
吉川地域の新たな拠点として

地域と人々のつながりを生む学校

未
来
を

創
る学
力

健やかな心と体

共に生

き
る
力

吉川地域の特色を活かした魅力ある学校を実現するため、基本構想における５つの環境整備
方針を踏まえ、基本計画では「学習・生活・協働」を校舎づくりのコンセプトとして、建築計画や
土地利用方針、施設設計の方向性を定めます。



施設一体型義務教育学校のメリットを活かし、学習空間の共有化や、教科の特性に応じた専門
的な学習環境の整備を図るとともに、新しく整備される学校施設として、最新の教育ニーズに対
応する学習環境と教職員の執務環境を計画します。

広い敷地を活かして児童生徒が安全にのびのびと過ごせる学校環境を計画するとともに、敷
地の高低差を考慮した利便性の良い動線及び施設計画とします。また校舎は日当たりや通風
を確保した健康的な建物とし、全ての子どもたちが安心して通える環境づくりを行います。

吉川地域の新たな教育・地域活動の拠点として、これまでのコミュニティ・スクールや地域連
携学習の取組をさらに推進し、学校と地域のつながりを深めます。また、地域の防災拠点とし
て必要な機能を備え、地域に親しまれ、安心して利用できる学校づくりを進めます。



（2）各室の利用形態

（1）所要室の計画方針













工場等 事務所等・学校等・ホテル等・百貨店等 病院等・飲食店等・集会場等

0.850.80.75

用途

BEI

[出典:環境省　ZEB　PORTAL]

[参考:省エネ基準適合義務制度の解説]

エコスクールプラス
(8％単価加算) 対象

・延べ面積10,000㎡以上の建築物に適用　
・学校施設では40％以上の一次エネルギー消費量削減

・約500Kwの
  太陽光発電機が必要

・約250Kw
  の太陽光発電機が必要

■中大規模非住宅建築物省エネ基準

■ZEBの分類

BEI≦0.5 BEI≦0.60.00≦BEI≦0.5BEI≦0.00









Ⅳ　配置・平面ゾーニング計画

三木市吉川地域義務教育学校設置に係る基本計画策定業務　基本計画書
32

全て新築した場合

配置
イメージ

工事内容

土地利用

学校運営

学習環境

新築（増築）

改修

撤去

安全性の担保

間取りの自由度

懸念点

80年ﾗｲﾌｻｲｸﾙｺｽﾄ

校舎の一部を活用する場合
管理棟を活用する場合 教室棟を活用する場合 特別教室棟を活用する場合

・長寿命化改修

・バリアフリー改修（ＥＶ･ﾄｲﾚ）

・階段の滑り止め措置

・アリーナ空調

・長寿命化改修

・バリアフリー改修（ＥＶ･ﾄｲﾚ）

・階段の滑り止め措置

・アリーナ空調

・全て新築

・なし

・全て撤去 ・プール

・現時点で建築確認資料が所在
　不明

・耐震補強済みのため、原則壁の
　撤去や増設ができない

・新しい教育形態への対応（多目
　的スペースの確保）が困難

・分棟形式のため、渡り廊下での
　移動経路となり不便性が残る

・活用した棟までの移動距離があ
　る、部屋の配置によっては不便
　性が生じる可能性がある

・全て新築のため特に課題なし

・全て新築のため特に課題なし

・全て新築のため特に課題なし

・全て新築のため特に課題なし

1.00 1.52 1.07 1.09 1.13 1.14

将来工事

・20年後の建物更新の際、居なが
　ら工事となるため、仮設校舎が
　必要となる可能性がある、また
工事動線と学校動線の分離が困難

・20年後の建物更新の際、居なが
　ら工事となるため、仮設校舎が
　必要となる可能性がある、また
工事動線と学校動線の分離が困難

・20年後の建物更新の際、敷地奥
　の工事範囲となるため、工事動
　線と学校動線の分離が困難

・全て新築のため特に課題なし

・全て新築のため特に課題なし ・地域開放や避難所利用を考慮す
　ると体育館は道路からアクセス
　しやすい位置が好ましい

・空調を設置すれば特に課題なし

・特に課題なし

・教室面積が決まっているため
　1人あたりの好ましい必要面積
　が確保できない

・新しい教育形態への対応（多目
　的スペースの確保）が困難

・学童保育や地域開放室を中心に
　配置する等、活用法に検討が必
　要

・敷地の中央部で新築建物に挟ま
　れる形となり、工事が行いにく
　く渡り廊下での移動距離も長い

・同左

・同左

・同左・同左

・同左

・同左 ・同左

・教室面積が決まっているため
　1人あたりの好ましい必要面積
　が確保できない

・新しい教育形態への対応（特別
　教室廻りの展示スペースの確保）
　が困難

・同左 ・同左 ・同左 ・同左

・同左 ・同左 ・同左 ・同左

・校舎

・プール、部室

・校舎の一部、体育館

・プール、部室

・校舎の一部、体育館

・プール、部室

・校舎の一部、体育館

・プール、部室

・多目的交流スペース

・学童保育施設

・校舎

・長寿命化改修

・バリアフリー改修（トイレ）

・階段の滑り止め措置

・校舎

・屋内運動場

・長寿命化改修

・バリアフリー改修（トイレ）

・階段の滑り止め措置

・校舎

・屋内運動場

・長寿命化改修

・バリアフリー改修（トイレ）

・階段の滑り止め措置

・校舎

・屋内運動場

校舎及び体育館を
活用する場合

体育館のみ
活用する場合

■既存施設活用の比較検討

・既存校舎の活用の検討にあたり、比較検討を行います。

・プールについては新校整備にあたり不要なため、撤去を前提とします。

検討結果

：新築校舎

：既存校舎

・既存校舎を活用した場合、20年後の建物更新時に居ながら工事が必要となります。敷地条件より接道が2ヶ所しかないため、学校運営や安全性の確保に課題が生じます。

・2030年からの80年ライフサイクルを考慮した場合、全て新築が最安となります。



(2) 建設位置の方針







施設一体型義務教育学校のメリットを活かし、学習空間の共有化や、教科の特性に応じた専門
的な学習環境の整備を図るとともに、新しく整備される学校施設として、最新の教育ニーズに対
応する学習環境と教職員の執務環境を計画します。



広い敷地を活かして児童生徒が安全にのびのびと過ごせる学校環境を計画するとともに、敷
地の高低差を考慮した利便性の良い動線及び施設計画とします。また校舎は日当たりや通風
を確保した健康的な建物とし、全ての子どもたちが安心して通える環境づくりを行います。



吉川地域の新たな教育・地域活動拠点として、これまでのコミュニティ・スクールや地域連携
学習の取組をさらに推進し、学校と地域のつながりを深めます。また、地域の防災拠点として
必要な機能を備え、地域に親しまれ、安心して利用できる学校づくりを進めます。





[ 現状の開放状況 ]
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セキュリティ計画の検討

















人を感知
して点灯消灯 消灯







設計

基本
計画

2026 年度
（R8 年度）

2027 年度
（R9 年度）

2028 年度
（R10 年度）

34 10 34 10 34 10 34 10

2029 年度
（R11 年度）

2030 年度
（R12 年度）

許認可

工事

学校
運営

34 10

供用開始

設計
発注

基本・実施設計・積算・許認可

開発・新築工事解体工事

開発許可
申請

基本
計画

建築確認
申請

工事
発注

工事
発注
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